


 

火災・救急・救助の概要 
 

『火災は２１日に１件・救急は１日に２０件・救助は３日に１件』 

 

 

 令和５年中に発生した火災は、１７件(前年２０件)で、これは２１日に１件の割合で

火災が発生したことになります。 

 火災種別では、建物火災１０件(同１２件)、車両火災３件(同１件)、その他の火災４

件(同７件)でした。 

 火災による建物の焼損棟数は、全焼４棟(同２棟)、半焼１棟(同１棟)、部分焼７棟(同

６棟)、ぼや９棟(同７棟)となっています。 

 ※焼損棟数は、火元建物のほか類焼建物も含む。 

 また、火災による死傷者は、死者０人（同０人）、負傷者４人(同１人)でした。 

 出火原因は、「こんろ」２件(同４件)、「ストーブ」１件(同０件)、「電気機器」１件

（同１件）、「電灯・電話等の配線」１件（同１件）、「マッチ・ライター」１件(同０件)、

「たき火」１件（同０件）、「灯火」１件（同０件）、「その他」６件（同４件）、「不明・

調査中」３件（同２件）となっています。 

 火災損害額は、８３，８７１千円(同５０，９６２千円)で、前年に比べ３２，９０９

千円増加しました。 

 

 救急件数は、７，２１１件(同６，８４９件)で、搬送人員は６，３０４人(同５，８

３２人)となっており、前年に比べ救急件数は３６２件増加し、搬送人員では４７２人

増加しました。 

 また、事故種別では、「急病」４，８９７件(同４，６８９件)、「一般負傷」１，２９

１件(同１，１７３件)、「交通事故」３５８件(同３６８件)などとなっており、この３

つで全体の９１パーセントを占めています。 

 

 救助件数は、１２５件(同１３２件)で、前年に比べ７件減少しました。事故種別では、

「建物等による事故」６４件(同７９件)、「交通事故」４件(同９件)、「水難事故」１件

(同２件)、「火災」１件(同１件)、「その他の事故」５５件(同３９件)となっています。 
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